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我が国の性感染症罹患率は年々増加傾向にあり,
男女ともに20～29歳の感染者の割合が最も高く,
思春期の女性の感染者数も年々増加している１)｡
このような状況に対し, 厚生労働省では ｢健やか
親子21｣ の目標のひとつとして“10代の性感染症
罹患率の減少傾向”を挙げて取り組んできた｡ し
かし平成18年３月に出された中間評価では, 定点
あたりの10代の性感染症罹患率は増加傾向にあり,
改善が認められなかったと報告されている２)｡
性感染症を予防するにはノーセックス, セーファー
セックスといった自己の性に対する正しい知識や
認識のもとに意思決定をして行動することが求め
られる｡ 人間の行動を決定する先行要因について
社会学的学習理論においては予期機能が重要視さ
れており, 特に行動を起こす前にどの程度うまく
できるかという個人の確信である���������	
	�
(自己効力感) が行動の選択や遂行に影響を及ぼ
すと言われる３)｡ また性感染症の予防行動には相
手との人間関係も大きく影響する｡ 相手とのより
良い関係を築きながら性感染症を予防していくに
は, 自己の考え, 欲求, 気持ちなどを率直に適切
な方法で自己表現できるようなコミュニケーショ
ン能力が求められる｡
これまで行われてきた性教育の振り返りから,
単に知識だけに重点をおいた指導型の教育とは異
なる健康教育手法として, 1970年代頃から“仲間”
同士で学びあうことを目的としたピアエデュケー
ションやピアカウンセリングが各国で取り入れら
れるようになってきた４)｡ 我が国においても中学
校や高等学校の性教育の分野でピアエデュケーショ
ン５) やピアカウンセリング６) を取り入れた取り組
みがなされるようになってきた｡ しかし, その基
盤となる理論や概念は実施者によって様々である
ためピアカウンセリングの評価については意見が
分かれている｡ そこで, 高村らはヘルスプロモー
ションの理念に基づき, 認知行動療法的アプロー
チを取り入れたピアカウンセリングが一定の水準
を保ちながら実施できるように思春期ピアカウン
セラー (以下, ピアカウンセラーとする) 養成の
ためのマニュアルを作成した７)｡ このマニュアル

にそって養成されたピアカウンセラーが展開する
思春期ピアカウンセリングは, 同世代の仲間集団
の中で人生や性の価値観についてグループワーク
やディスカッションを行うことによって, 自己理
解を深めながら自分の人生の方向性を見出し, 自
己実現に向けて主体的に意思決定並びに行動選択
できる能力を高めることを目標としている４)｡ 平
成17年度には, 我が国の約1�3の都道府県でこの
マニュアルにそってピアカウンセラーが養成され,
思春期を対象としたピアカウンセリング活動が展
開された｡ しかし, その評価についての報告はま
だ少ない８)９)｡ これまでの報告から大学生による
思春期ピアカウンセリング講座は高校生８)だけで
なく, 提供する側の大学生側の自尊感情も高める
効果があることが示されている９)｡
性行動は知識, 認識, 人間関係といった個人的
な要素が大きく影響するが, 渡邊ら８)の思春期ピ
アカウンセリングに対する高校生の評価研究は集
団での比較であるため, 受講後は受講前に比べ対
象者数が減少しているという限界がある｡ また思
春期ピアカウンセリングの何が高校生の認識や意
識に影響を及ぼすかについては示されていない｡
そこで本研究では思春期ピアカウンセリングの有
効性をより詳細に検討するために, 同一人物の回
答内容の変化を受講前後で比較できるように調査
方法を工夫し, 思春期ピアカウンセリングの何が
高校生の性に対する認識・行動並びに行動の基盤
となる���������	
	�に影響を及ぼすのかを分析し
た｡

��� �

１. 調査対象者と方法
平成16年７月から平成17年12月までに�県の６
箇所で開催された思春期ピアカウンセリング講座
を受講した高校生125名を対象に, 受講前と受講
後３ヶ月目に自記式質問紙調査を実施した｡
調査票は基本属性, 性に関する知識・認識・行
動の項目に坂野・東條らの一般性���������	
	�尺
度, ��������の�����������尺度などを加えた
渡邊10) の ｢性に関するピアカウンセリング｣ 調査
票を基に作成した｡ 受講後調査には受講前調査項
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目に加え,“ピアカウンセリング講座の中で印象
に残っていること”,“ピアカウンセリング受講
後自分自身の中で変化したことや気をつけるよう
になったこと”についての自由記載を加えた｡
倫理的配慮としては調査票の表紙に本研究の目
的と方法を記載し, 調査への協力は自由意思であ
ること, 回答拒否の権利を有することを明記し,
回答の提出をもって同意が得られたものと判断す
る旨を記した｡ また分析において受講前後の比較
をすることを書面と口頭で説明し, 自分が決定し
た同一の印を受講前後の回答票に記入してもらっ
た｡ 調査票とともに回収用の郵送切手を貼った専
用のワンタッチ式封筒を各々の対象者に配布し,
個別に回収した｡
分析方法は, 自由記載については記載された内
容によって分類した｡ ５段階法による質問項目は
｢そう思う｣ ｢どちらかといえばそう思う｣ を ｢思
う｣ に分類して受講前後で比較した｡ 統計学的解
析は受講前後の一般性���������	
	�尺度と�����
�����尺度の平均の比較には対応のある�検定,
性交経験率や受講前後の知識の正答率については
��
����の�

�検定, 受講前後の性や自己に関す
る認識・行動についての比較には���	����の符
号付き順位検定を統計ソフト���� 11.0����
�������を用いて行い, ５％未満を有意差あり
とした｡

２. 思春期ピアカウンセリングの方法と内容
高校生を対象とした思春期ピアカウンセリング

の実施にあたってはピアカウンセラーとなる大学生
の養成が必要である｡ ピアカウンセラーの養成は看
護学を専攻している大学１年生と２年生の希望者
を対象に, 高村らのマニュアル４)にそって行った｡
高校生への思春期ピアカウンセリング講座は�

県の健康増進課並びに保健所と協力して, １日ま
たは２日のプログラムで実施した｡ 受講生は各保
健所から高校を通じて, “性に関するピアカウン
セリング講座－性について話してみませんか－”
と呼びかけ希望者を募った｡
思春期ピアカウンセリング講座の目標は①コミュ
ニケーションスキルの基礎を学ぶ, ②自己や他者

についての理解を深める, ③性について考えるの
３つとして, ２日開催の場合は１日目に①コミュ
ニケーションスキルの基礎を学ぶと②自己や他者
についての理解を深める, ２日目に③性について
考えるを中心として総計９時間のプログラムを実
施した｡ また, １日開催のプログラムは午前中を
①コミュニケーションスキルの基礎を学ぶと②自
己や他者理解を深める, 午後に③性について考え
るで構成し, 総計６時間で実施した｡ 自己や他者
についての理解を深めることを目的としたプログ
ラムには構成的グループ・エンカウンターのエク
ササイズを取り入れた｡ コミュニケーション並び
に性に関する知識やスキルについては, 寸劇や紙
芝居, ロールプレイによって大学生が情報を提示
し, それらについて最初は高校生が個々に考えて
もらい, その後グループワークやディスカッショ
ンを通して意見交換をする形式を基本とした｡

��� �

調査票の回収は受講前が125名 (回収率100％)
で受講３ヶ月後が86名 (回収率68.8％) であった｡
生徒が調査票に記入した印で受講前後の対応が出
来たのは77名 (61.6％) であった｡

１. 受講者の属性 (表１)
受講生の学年は１年生が25名 (20.0％), ２年

生が68名 (54.4％), ３年生が31名 (24.8％) であ
り, 性別は女性が104名 (83.2％) と女性の方が
圧倒的に多かった｡ これまでに思春期ピアカウン
セリング講座を受講したことがある者は26名
(20.8％) であった｡
何でも相談できる友人がいると回答した者は
109名 (87.2％) であり, 現在, 彼・彼女がいる
人は27名 (21.6％) で, これまでの性交経験者は
21名 (16.8％) であった｡ 性交経験率は男女で有
意な差はみられなかったが, 学年が上がるほど性
交経験率は増加しており, 有意な差が見られた｡

２. 思春期ピアカウンセリング講座に対する受講
者の評価
思春期ピアカウンセリング講座を受講して ｢良
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かった｣ が60名 (69.8％) で ｢どちらかと言えば
良かった｣ が21名 (24.4％) であり, 両方あわせ
ると94.1％が良かったと評価していた｡
“思春期ピアカウンセリング講座の中で印象に
残っていること”については51名が記載しており,
最も多くあげられたのは ｢人との接し方・話し方
について｣ で, 次いで ｢ブレーンストーミング｣
であった (表２)｡
“受講後, 自分自身の中で変化したことや気を
つけるようになったこと”については53名が記載
しており, ｢話を聞く態度が変わった｣ が最も多
く, 次いで ｢話し方や言葉に気をつけるようになっ
た｣ ｢相手の価値観や気持ちを尊重するようになっ
た｣ などが挙げられた (表３)｡
思春期ピアカウンセリング講座の受講時期とし
て最も適切であると思う時期については ｢高校１

年生｣ が36.0％と最も多く, 次いで中学２年生が
20.2％, 中学３年生と高校２年生がそれぞれ15.4
％で, 約半数の人が中学生の時期が適切であると
回答していた｡

３. 思春期ピアカウンセリング講座受講前後の比
較
受講前後の比較が可能であった77名の内訳は,
１年生が19名 (24.7％), ２年生が43名 (55.8％),
３年生が15名 (19.5％) であり, 性別は女性が63
名 (81.8％) であった｡
妊娠や性感染症に関する知識の正答率は全般的
に受講後の方が高く, ｢一度の性交渉でも妊娠す
る｣, ｢安全日は効果的な避妊法ではない｣, ｢緊急
避妊法は望まない妊娠を防ぐ方法である｣, ｢性感
染症は口と性器以外の接触でも感染する｣ につい

14 南九州看護研究誌 ���.5 ��.1 (2007)
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人 (％)

学年 １年生 ２年生 ３年生 不明
25(20.0) 68(54.4) 31(24.8) 1(0.8)

性別 男性 女性 不明
19(15.2) 104(83.2) 2(1.6)

受講経験 あり なし 不明
26(20.8) 99(79.2) 0

相談できる友人 あり なし 不明
109(87.2) 15(12.0) 1(0.8)

彼・彼女 あり なし 不明
27(21.6) 98(78.4) 0

性交経験 あり なし 不明
21(16.8) 102(81.6) 2(1.6)
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自由記載：複数回答

項 目 人

人との接し方・話し方について
ブレーンストーミング
性に関すること
���について
自己理解・他者理解
コンドームについて
価値討論
多くの人と話せたこと
避妊について
相談への対応
人生設計
断り方
その他
すべて
特になし

13
10
7
7
6
6
4
3
3
2
2
1
2
3
3

�/ ��	
������01213�#$45�
�-.67�89,:;'<)�-.��� =!

自由記載：複数回答

項 目 人

話を聞く態度が変わった
話し方や言葉に気をつけるようになった
相手の価値観や気持ちを尊重するようになった
セックスに対する考え方や気持ちが変わった
将来や人生について真剣に考えるようになった
物事を考えて行うようになった
相談への対応がわかるようになってきた
けじめをつけて考えるようになった
自分に自信がもてるようになった
生まれた意味について考えるようになった
前向きになった
特にない・わからない

19
16
13
6
3
2
2
2
1
1
1
9



ては受講前後で有意な差が見られた (図１)｡
性や自己に関する認識並びに行動については受
講後の方が性の受容や態度として望ましいと考え
られる傾向を示した人の割合が高くなっていた
(表４)｡ 受講前後で有意差がみられた項目は ｢将
来の人生の計画は具体的である｣, ｢自分自身の事
を自分でよく理解している｣, ｢自分の考えている
ことをありのままに表現できる｣, ｢性交は特定の
相手とするものである｣,“知りあって初めて性交

すると仮定したとき”｢コンドームを必ず使う自
信がある｣ と ｢コンドームを正しく使う自信ある｣
であった｡
一般的���������	
	�尺度や����������尺度の

得点は男子が女子よりも高い傾向がみられる11) が,
今回は両尺度共に男女の得点に有意な差が見られ
なかったことから合わせて分析した (表５)｡ 一
般的���������	
	�尺度の得点 (平均±標準偏差)
は受講前5.7±3.5点から受講後6.9±3.7点に上昇し
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受講前 受講後 ���	����
検定

将来の人生の計画は具体的である 19.5 36.4 �＝0.03
自分自身のことを自分でよく理解している 50.6 71.4 �＝0.002
自分の考えていることをありのままに表現できる 33.8 46.8 �＝0.033
自分の性に生まれてよかった 62.3 70.1 �＝0.134
異性とつきあうのは相手のことをよく知ってから 84.4 89.6 �＝0.285
性交は特定の相手とするものである 81.8 89.6 �＝0.034
友達が性交を経験していたら自分も早く経験したい 16.9 13.0 �＝0.317
性交を求められて､ 気持ちの準備ができていないとき
相手に自分の気持ちを伝える自信がある 68.8 80.5 �＝0.074

知りあって初めて性交しようとしていると仮定したとき
性交の前に性感染症について考える 68.8 80.5 �＝0.074
性交の前に妊娠について考える 85.7 92.2 �＝0.206
コンドームを必ず使う自信がある 67.5 88.3 �＝0.001
コンドームを正しく使う自信がある 32.5 57.1 �＜0.001



ており有意な差がみられた｡ また�������	��
尺
度の得点 (平均±標準偏差) も受講前22.3±4.7点
から受講後23.2±5.5点に上昇していたが有意な差
ではなかった｡ しかし, 受講前の一般的�����
�������尺度と�������	��
尺度の平均得点を基
準にして２群に分けて比較した結果, 一般的
������������尺度と�������	��
尺度の両者とも
に平均得点より低かった群は受講後に得点が有意
に上昇していた｡

��� �

１. 思春期ピアカウンセリングの性に関する知識
や自己の性に対する認識・行動への影響
本研究の対象者となった思春期ピアカウンセリ
ング講座の受講者は, 保健所から高校に向けて
“性に関するピアカウンセリング講座－性につい
て話してみませんか－”と呼びかけ希望者を募っ
たものである｡ 対象者は女性の方が圧倒的に多かっ
たが, 他県においても思春期ピアカウンセリング
講座の受講生は女性の比率が高いことが報告され
ている８)｡ これらの結果から女子生徒の方が男子
生徒に比べ集団で性について他者と話し合うこと
への抵抗が少ない可能性が予測できる８)｡
講座の中で印象に残っている項目や受講後に変
化したことや気をつけるようになったこととして
記述された内容から, 思春期ピアカウンセリング
はコミュニケーションスキルの習得の場になって
おり, 受講後は相手を尊重した人間関係作りを意
識していることが示された｡ 思春期ピアカウンセ
リングのプログラムにはコミュニケーションにつ
いて考える内容や ｢ふれあい｣ と ｢自己発見｣ を

通して参加者の行動変容をもたらすことを目標と
する構成的グループ・エンカウンターのエクササ
イズ12) を含んでいる｡ 構成的グループ・エンカウ
ンターのエクササイズは自己開示を促し, コミュ
ニケーションを通した他者受容や信頼体験を得る
ことができ, 人間関係作りを学ぶ機会となる12)｡
今回の結果から, 思春期ピアカウンセリングにお
けるエクササイズの体験は受講者の良好な対人関
係の形成につながることが示唆され, 人間関係を
基盤とする性教育に構成的グループ・エンカウン
ターを取り入れることは意義深いと考える｡
性交渉に応じるか否か, またコンドームを使用
するか否かについては相手とのかけひきが必要と
なる｡ かけひきを成功させるためには, 知識, 自
分と相手に関する情報, 情報の分析, 予測に加え,
本音を語ることが欠かせない13)｡ 受講後は避妊や
性感染症に対する知識の正答率が全般的に上がっ
ていた｡ それに加え, 自分の性への自己受容, 自
分自身の理解, 将来の人生の計画などの項目に対
する肯定的な回答の割合が増加していた｡ このよ
うに性感染症に関する知識や自己理解の深まりに
加えて, かけひきの基本的なスキルとなるコミュ
ニケーションスキルを修得したことによって, 性
交時のコンドームの使用についての自信を高める
ことができたものと考える｡
�県では本講座を平成13年度から開催している｡
約1�5がこれまでに本講座を受講していたことや
受講して良かったと回答した者が93.1％であり,
渡邊ら８)の報告でも同様に高い評価であった｡ こ
のことから, 講座の内容は高校生のニーズに即し
ており, 繰り返し受講したいと思える内容になっ
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(���±�.�)

受講前 受講後 	検定

一般的 ����-�������尺度 (�＝77) 5.7±3.5 6.9±3.7 �＜0.001

6 点未満 (�＝38) 2.9±1.6 4.5±3.0 �＝0.001

6 点以上 (�＝39) 8.6±2.2 9.2±2.8 �＝0.099

����-��	��
 尺度 (�＝76) 22.3±4.7 23.2±5.5 �＝0.078

22 点未満 (�＝38) 18.5±2.4 20.6±5.4 �＝0.015

22 点以上 (�＝38) 26.2±3.0 25.9±4.2 �＝0.644



ていると判断できる｡

２. 思春期ピアカウンセリングのSelf-Efficacyや
Self-Esteemへの影響
行動に対する���������	
	�は, 行動の活性化や
修正と大きく関連しており, 行動選択に直接的な
影響を及ぼす｡ ���������	
	�を高めるための方法
としては ｢遂行行動の達成｣, ｢代理的経験｣, ｢言
語的賞賛｣, ｢衝動的喚起｣ があげられる３)｡ 思春
期ピアカウンセリングで行うロールプレイは高校
生にとって遂行行動の達成の体験につながり, 構
成的グループ・エンカウンターや仲間との話し合
いは代理的経験や言語的賞賛を得ることにつなが
ると考える｡ 受講後に���������	
	�や自己の性の
受容が高まっていたことから, 思春期ピアカウン
セリングで体験する ｢遂行行動の達成｣ ｢代理的
経験｣ ｢言語的賞賛｣ によって自己分析が深まり,
自分自身の認知の再構成が行われたものと推測す
る｡
����������は自分自身を好ましい人間, 自分
の行動を積極的に価値のある者として評価する個
人の自己の価値についての知覚であり, 社会的適
応行動や建設的な行動に影響を及ぼす14)｡ �����
�����尺度の得点は全体では受講後の方が高かっ
たが有意な差ではなかった｡ 渡邊らの報告では
���������	
	�, ����������ともに受講前後で有
意な差は見られていない８)｡ しかし, 今回の調査
では����������の得点が平均得点より低かった
群は受講後の得点が上昇しており, 有意な差が見
られた｡ 楢木のフィードバックに関する研究にお
いて, ポジティブ・フィードバックは自尊感情を
高める効果があり, その効果は自尊感情の高い人
よりも低い人の方に見られたことが報告されてい
る15)｡ 思春期ピアカウンセリングのプログラムの
中には参加者それぞれの良いところや価値のある
ことを積極的に発見し, それを伝えるようなポジ
ティブ・フィードバックが含まれている｡ 今回得
られた結果は, 自尊感情の低い人に対してポジティ
ブ・フィードバックを与えることは自己に対する
価値観を高める上で重要な意味を持つことを強く
支持するものである｡

また, 小集団における共同学習は自尊感情の形
成と変容をもたらすことができ, その効果は“仲
間から受容され, 支持され, 好まれていることの
認知”,“正確なコミュニケーションと情報交換”,
“学習の動機づけ”,“学習の情緒的関与”によっ
てもたらされる16)｡ 一般的に性について人と語る
ことには抵抗を感じる人が多い｡ 思春期ピアカウ
ンセリングでは相手の言動を批判せず, 共感的態
度で接することがルールとして決められている17)｡
このルールを守ることによって仲間から受容され,
支持される場を作ることができる｡ そこで, 性教
育を行うにあたっては, 心を開いて話すためのルー
ル作りや導入における場作りがとても重要であり,
これらはその後の展開や効果に大きな影響を及ぼ
すと考える｡

��� �

思春期は周囲の人々との良好な人間関係を築き,
一人の人間としての社会的役割を果たすための準
備期間であり, 仲間との出会いは重要な人間関係
の基盤となる｡ 本研究の結果から, 思春期ピアカ
ウンセリングは高校生にとってコミュニケーショ
ンスキルを修得する場となっており, 対人関係や
自己理解, 人生に対する認識を深める機会となっ
ていることがわかった｡ さらに性に関する正しい
知識やスキルを獲得するだけではなく, 性を自分
に関係あることとしてとらえることができるよう
になり, その結果として性行動の意思決定能力や
効力予期が高まっていると言える結果が示された｡
そしてこれらの効果は受講後３ヶ月以上維持でき
ていることもわかった｡
本研究の限界は一県のみが対象であることや,
思春期ピアカウンセリング受講後の行動の実際を
把握することまでは及ばなかったことである｡ 最
も適切な思春期ピアカウンセリングの受講時期に
ついては中学生という回答が最も多かったことや
性に関する諸問題が低年齢化している現状を考え
ると, 思春期ピアカウンセリングの最も効果的な
開催時期の検討や受講後の行動評価の指標の開発
が必要である｡

17思春期ピアカウンセリングの評価
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調査にご協力頂きました�県の思春期ピアカウ
ンセリング講座の受講生の皆様, 思春期ピアカウ
ンセリング講座を主催いただきました保健所の皆
様に深く感謝いたします｡
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